
稚内における地震記象型の調査*

坂本一美掛

* 1.まえがき
地震予知のための予備調査(測候時報第26巻第9号)

の調査要領に従って稚内の大森式地震計により Aおよび

C調査を行ったので報告する. (B調査は上下動成分が

ないので省略する)

地震計-のだいたいの常数は次のとおりである.

成分(質量|倍率|周期|摩擦値|制振度

secl 
水平|・ 15kg [10-20 [ 10-15 [くO.3mm[ 3-5 

~ 2. A調査(稚内における地震記象型の分類)

稚内における地震記象のどのような型のものがどの地

域に起り，おのおのどのような特徴を示すかを調べた
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550.341.5(524) 

資料は 1940.......1956年までの日本付近の地震(地震月

報別冊 1)で記象の完全にとれているもの，また震央お

よび深さが判明しているものを選んだ.

ー調査の方法は震源の深さが 100km未満と 100km以上

のものとに区別し，各相の出現のしかた，振幅，周期な

どに注意し，各型のトレースしたもののうち類似の記象

型A，B， C， D， E， F， B'， Eb E2' Et'の10種類に

分けた.この各記象型は第1図のとおりである.

次に各記象型に属する各地震の発現時，震央，深さな

どを地震月報より調べ，また記象紙よりだいたいのp"，:"

S時間の読取値も記入したのが第1表である， (頁数の

都合で掲載を省略). 

この第 1表から分類型別に震央地名 p.......S，深さ，

記象型の特徴を表にしたのが第2表である.

この第1表にもとずいて A，B， C， D， E， F， B'， 

F'IJt. 
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第1図 稚内で記録された地震記象型の例
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分類型!震央地名

AI~路広尾 )沖
エリモ岬・+勝

B I千島列島南部
|花咲半島南東沖

cj三陸沖
D[浦河)沖
苫小牧'

E[茨城県}沖
千葉県

F 1 本州中部以南

町 (北海道北西沖

乱 | オホーツク海南部
小笠原沖

E. I 千島列島中部・南
乙 |部・本州中部

E，' [北開部中部

E:L 

t 

c， 
E， 

験震時報 27巻 3号

第2表各記象型分類表

(P-S I深 さ| 記象型の特徴

[ 秒i kml 近地地震の浅い問型刊明似しー
40-50 I 30-60 I Pやや不明りょう
が多い | が多い j S波に入って周期振幅大となる.全般的に紡錘型に近い.

1.40-58 1 ω o  l m りょう40-58 j .L'/? > ， 一般にSは明りょうi が多い 1 
1 1 振幅大・周期もやや長い.

i l-IR山明りょう60-80 j ~~:;?~ j S初動後40-50secの短周期波があり
が多い | 

| 以後振幅大となりやや長周期の波が続く

|… |… I~ 明りょうl I S不明 ようなことが多く，一般に紡錘型.

[100-150 [40  f …りょう100-150 I 40 I S相以後に紡錘型の相が繰り返される.
| | 減衰おそくなる.

| | lmりょう S叩ょう
2分-3分 20-40 I S相の周期長く，表面波が卓越する

| 総振動時聞きわめて長い.

[ 5 -:-25 20-80 [ ~ほ叩ょう S 明りょう5 -25 I 2日|帥簡明
i S初動ば急激に大となり振劃の減衰は早い.

| | I RS明りょう300-600 I p波の振幅ほとんど同じ大きさ.
| S波の周期長く，振動の減衰ゆるやか.

[ [一が多い l~ 波群一般 tにと卓越しており S初動後は振幅大，周期もや
グ | や長く，振動の減衰はおそい.

| 初期伽短く即減衰が比較問ト50~???lM似しており

，lDD 

ε， 

Eb E2' E/，の各型ごとにその型の震央をプロットし，

発現地域を区分したものが第2図である.

与3， 調査概要および考察

地震観測を開始した昭和15年から昭和31チまでの 17

年間に起った地震 168個 (A型36，B型12，C型17，D 

型22，E型22，F型 8，B'型 4 以上 Hく100kmのもの

E1型17，E2型23，E/型 7 ・以上 H>100kmのもの)

について調査した.

地震白数の最も多いのは稚内を中心として半径500

km内外の北海道南部沖のもので比較的複雑な型となる

十勝沖のA型が一番多く，比較的簡単な型では北海道北

西沖のB'型で之は回数も最も少い. なおこの型は千島

南部付近のB型と S相が顕著に現れる点など特に類似し

ている. 三陸沖のC型にはS相後40-50秒くらし、に短

周期波があるーのが目だ、っている.紡錘型状のものは浦河

沖に震源をもつものが多く，震央距離1000-1500kmの

EおよびF型では表面波!が卓越し，紡錘型の相が繰り返

され振動時間も長い.深さ 100km以上の深発地震帯は

エトロフ沖 (E2型)から北上してオホーツク海，カラフ

ト (E1型)をへて， ウラジオ付近， 日本海 (E1型)を

第2図各記象型の震央分布図及び発現地域 通って本州中央部 (E2型) を横断し， 鳥島から小笠原
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諸島 (E1型)に至るものと北海道内陸部にある.

深発型の特徴としては，P， Sがめいりょうで割合記

象型が簡単なことである.深発と浅発地震との記象型に

はかなり類似のものがあり，区別することが困難な場合

もあるが，深発地震では短周期の波が卓越することによ

って特徴づけられることが多い.

以上でそれぞれの記象型は震源域によって一応は特徴

づけられることがわかったがこの調査‘は長周期の水平動

地震計によるものであり，今後普通地震計などの記象と

の関係を調べる必要がある

S 4. C調査(走時曲紘から地殻構造の地方性の調査)

1953年以降の地震月報の中のミおもな地震、のうち震

央距離が5οOkm未満で初動が Pまたは iPのものを使
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，った.これが第4表(頁数の都合で省略)で地域別の欄

は第2図により，走時は初動の発現時から震源における

発震時を号|いたものである.この表をもとにして深さ別

にプロットしたのが第3図一第8図である.これによっ

て標準の走時曲線とプロットした点のずれを考え地下構

造の地方性を明らかにするわけであるが全図を通して余

りにも資料少なく，ある地域またはある震央距離の地震

に共通に現われる傾向，つまり標準走時より遅れるとか

早く現われるとし、った地震の性質を云々することは無理

と思われる.従って各図より拾い出すべき特別な性質は

見つからず，今後の資料の充実を待って改めて行うこと

とし，今回はただ、調査要領に従ってプロットしてみた程

度に止める.
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